
い
わ
ゆ
る
『
黄
帝
内
経
」
、
す
な
わ
ち
『
素
問
』
お
よ
び
「
霊
枢
』

に
お
け
る
「
他
医
書
か
ら
の
引
用
」
の
問
題
は
龍
伯
堅
『
黄
帝
内

経
概
論
」
（
一
九
八
○
年
）
、
馬
継
興
「
中
医
文
献
学
」
二
九
九
○
年
）

な
ど
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
、
わ
が
国
で
も
松
木
き
か
氏
の
研
究

ヨ
黄
帝
内
経
」
所
引
の
古
医
書
に
つ
い
て
」
今
集
刊
東
洋
学
』
六
九

号
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
か
な
り
整
理
し
た
報
告
が
見
ら
れ
る
。

演
者
は
こ
れ
を
補
足
す
る
意
味
で
、
「
非
医
籍
か
ら
の
引
用
」
と

い
う
問
題
を
検
討
し
た
い
。
『
素
問
」
・
「
霊
枢
」
に
引
用
さ
れ
た
他

医
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
す
で
に
存
在
を
確
認
さ
れ
な
い
供
書
で
あ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
書
名
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
前
記
の
諸
研
究
は
導
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
非
医
籍

か
ら
の
引
用
形
式
は
、
「
兵
法
」
（
『
霊
枢
』
逆
順
）
を
唯
一
の
例
外
と

し
て
書
名
が
明
示
さ
れ
ず
、
「
経
日
」
や
「
論
言
」
の
よ
う
な
書
名
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「
素
問
」
・
「
霊
枢
」
に
お
け
る

非
医
籍
か
ら
の
引
用

岩
井
佑
泉

の
代
称
と
な
る
「
経
」
・
「
論
」
等
の
語
も
含
ま
な
い
、
「
雪
猶
」
・

「
余
聞
」
等
の
目
立
た
な
い
引
語
を
持
つ
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た

く
引
語
を
持
た
な
い
暗
用
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
問
題
を

扱
っ
た
研
究
は
少
な
い
が
、
多
紀
元
簡
は
「
医
謄
』
巻
上
ヨ
内
経
』

之
文
似
諸
書
」
の
中
で
十
一
条
の
非
医
籍
か
ら
の
引
用
を
示
唆
し

て
い
る
。

『
素
問
」
上
古
天
真
論
「
故
美
其
食
、
任
其
服
、
樂
其
俗
」
含
老
子
」

八
十
一
章
）

同
・
四
気
調
神
大
論
「
譽
猶
渇
而
穿
井
、
闘
而
鋳
錐
」
二
晏
子
春

秋
」
雑
上
）

『
霊
枢
』
営
衛
生
会
篇
「
余
聞
、
上
焦
．
：
下
焦
如
濱
」
（
『
白
虎
通
」

情
性
）同

・
本
神
「
故
生
之
來
、
謂
之
精
、
…
（
以
下
七
十
五
字
）
」
弓
子

華
子
』
）

等
で
あ
る
。
以
下
書
名
の
み
を
列
挙
す
る
と
、

『
漢
書
」
鞄
宣
伝
、
『
呂
氏
春
秋
」
、
「
春
秋
繁
露
』
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
、

「
孫
子
」
勢
篇
、
『
列
子
」
、
枚
乗
「
七
発
』
、
『
准
南
子
」

等
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
な
ら
い
、
漢
以
前
の
非
医
籍
を
調
査

し
た
結
果
、
『
素
問
』
・
『
霊
枢
」
へ
の
引
用
と
見
ら
れ
る
次
の
よ
う
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④
同
・
移
精
変
気
論
「
得
紳
者
邑

馬
王
堆
三
号
墓
出
土
「
十
六
経
」
）

⑤
『
霊
枢
』
九
針
十
二
原
「
砦

⑥
同
・
本
輸
「
肺
合
大
腸
、
大
膓

な
字
句
を
見
出
し
た
。

①
『
素
問
』
上
古
天
真
論
「
生
而
紳
霊
、
弱
而
能
言
、
幼
而
恂
齊
、

長
而
敦
敏
」
二
史
記
』
五
帝
本
紀
）

②
同
・
四
気
調
神
大
論
「
生
而
勿
殺
、
予
而
勿
奪
」
弓
六
餡
」
国
務
）

③
同
・
六
節
蔵
象
論
「
如
環
無
端
」
（
「
孫
子
」
勢
篇
）

④
同
・
移
精
変
気
論
「
得
紳
者
昌
、
失
紳
者
亡
」
（
『
六
籍
」
奇
兵
、

舎
河
図
」
供
文
）

⑦
同
・
脈
度
夛

⑧
同
・
師
伝
「
『

⑨
同
・
逆
順
二

⑩
同
・
賊
風
「
視

こ
の
よ
う
に
し
て
「
素
問
」
・
『
霊
枢
」
へ
の
引
用
が
見
ら
れ
た

書
名
を
整
理
し
て
み
る
と
、
①
五
行
家
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る

書
二
呂
氏
春
秋
』
、
『
春
秋
繁
露
』
、
一
白
虎
通
』
、
『
河
図
』
等
）
、
②
兵

家
の
書
（
『
孫
子
」
、
『
六
諾
」
）
、
③
道
家
の
書
今
老
子
」
、
「
列
子
」
）

鑿
度
」
）

「
終
而
復
始
」
今
孫
子
」
勢
篇
）

「
入
國
問
俗
、
入
家
問
諄
」
（
「
礼
記
」
曲
礼
）

弓
兵
法
』
日
：
．
無
撃
堂
堂
之
陣
」
（
『
孫
子
』
争
篇
）

「
視
之
不
見
、
鶉
之
不
聞
」
（
「
老
子
」
十
四
章
、
『
易
乾

「
若
存
若
亡
」
含
老
子
』
四
十
一
章
）

大
腸
者
傳
道
之
府
…
（
以
下
五
十
六
字
匡

等
に
分
類
さ
れ
る
。

医
学
的
内
容
を
持
つ
三
焦
が
「
白
虎
通
』
に
蔵
府
の
相
合
が

『
河
図
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
易
通
卦
験
」
に
手
足
諸
脈
の
盛

虚
の
病
症
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
も
合
致
し
、
①
に
属
す
る

い
わ
ゆ
る
「
緯
書
」
類
が
『
素
問
」
・
『
霊
枢
」
の
成
立
と
何
等
か

の
関
係
を
持
つ
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
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